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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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  ◉今月の焦点 1　女性就労支援事業

自
分
ら
し
い
働
き
方
っ
て

ど
ん
な
だ
ろ
う

　
結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
…
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
事
情
で
離
職
し

た
女
性
の
多
く
が
、
改
め
て
今
、
働

く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
離
職
の
期
間
が
長
く
な

り
、「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
る
だ
ろ
う

か
」、「
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る

だ
ろ
う
か
」
と
不
安
を
感
じ
る
人
や
、

す
で
に
働
き
な
が
ら
も
、「
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
い
」、「
よ
り
自
分
ら
し

く
働
き
た
い
」
と
悩
む
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
の
女
性
就
労
支
援

事
業
に
参
加
し
、
実
際
に
働
き
始
め

た
人
に
、
ご
自
身
の
再
就
職
や
働
き

方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

はじめの一歩を
自分らしく

踏み出すために
女性再就職支援講座
平成28年度 修了生

南川さん

Interview

「
も
う
一
度
、
働
き
た
い･･･

」

「
も
っ
と
、
働
き
続
け
た
い･･･

」

そ
ん
な
思
い
を
持
つ
女
性
の
み
な
さ
ん
。

市
で
は
、
あ
な
た
の
再
就
職
や

職
場
で
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
ら
し
い
働
き
方
を
、

一
緒
に
探
し
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
産
業
観
光
課

 

　
私
が
働
い
て
い
た
当
時
は
、
妊

娠
・
出
産
を
機
に
退
職
す
る
の
は

ご
く
一
般
的
で
し
た
。
私
も
金
融

機
関
を
退
職
し
て
か
ら
20
年
以
上
、

主
婦
と
し
て
家
事
や
育
児
に
専
念

し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
が
大
き
く
な

り
育
児
に
も
余
裕
が
出
て
き
た
の

で
、「
も
う
一
度
、
働
き
た
い
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
資
格
を
取
得

し
、
就
職
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
初
の
こ
ろ
は
、
面

接
で
「
ず
っ
と
働
け
る
か
」
と
聞

か
れ
て
も
、「
や
っ
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
」
と
素
直
に
答
え
る
だ

け
で
、
な
か
な
か
合
格
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
娘
の
中
学
校
で

配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
見
て
、
娘

の
「
や
っ
て
み
た
ら
」
と
い
う
後

押
し
も
あ
り
、
市
の
女
性
再
就
職

支
援
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
学
校
の
花
壇
づ
く

り
や
パ
ソ
コ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
な

り
に
社
会
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た
私
で
す
が
、
専
業
主
婦
特
有
の

マ
イ
ル
ー
ル
で
動
い
て
い
て
、
例

え
ば
腕
時
計
を
付
け
る
こ
と
も
な

い
な
ど
、
働
く
感
覚
が
少
し
ず
れ

て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
改
め
て
履
歴
書
の
書

き
方
を
習
い
、
そ
の
と
き
書
い
た

履
歴
書
を
使
っ
て
、
図
書
館
の
ア

ル
バ
イ
ト
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
人
そ
れ
ぞ
れ
、
働
き
方
の
希
望

や
生
き
が
い
は
違
っ
て
も
、
ま
ず

は
今
の
自
分
か
ら
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
就
労
に
反
対
し
て
い

た
夫
で
し
た
が
、
い
っ
た
ん
働
き

始
め
て
み
る
と
、
子
ど
も
の
学
費

を
貯
め
る
と
い
う
目
標
も
で
き
て
、

炊
事
や
洗
濯
な
ど
で
す
ご
く
協
力

的
で
す
。
今
で
は
、
父
娘
で
お
弁

当
箱
を
洗
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
悩
ん
で
い
る
女
性
に
言
え
る
こ

と
は
、
講
師
の
先
生
が
「
今
日
よ

り
若
い
日
は
な
い
」
と
言
っ
て
い

た
と
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
家

族
も
巻
き
込
ん
で
、
と
に
か
く
一

歩
前
に
踏
み
出
す
こ
と
で
す
。
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産
業
観
光
課
か
ら

❶スタートアップ！女性の働き方応援セミナー
とき　10月28日㈯午前10時～正午
ところ　キックス
内容　タイプ別カラーコミュニケーション、働き方セミナーなど
定員　セミナー 30人、相談３人（先着順）

❷キャリア相談 ( 就労に関する相談など▷1人40分程度)
とき　10月24日㈫・25日㈬、11月２日㈭、12月20
日㈬▷時間はいずれも午前10時～午後１時
ところ　市役所
定員　各３人（先着順）
申し込み　❶❷とも10月５日から電話で産業観光課へ

女性の就労
支援について
（講座情報）

▼

❸女性再就職支援講座（５回シリーズ）
とき　11月22日㈬・29日㈬、12月７日㈭・14日㈭・
19日㈫▷時間はいずれも午前 10時～午後４時
ところ　市役所（12月７日、14日は noa あべの
ハルカス校）
内容　ビジネスマナーやパソコンスキル、模擬面接など
定員　15人（先着順）
※教材費3000円と会場までの交通費・昼食代が
必要▷希望者には就労体験やキャリア相談も実施。
申し込み　10月 30日から電話で産業観光課へ
※❶受講時に先行予約あり。

まずはここから！女性の就労支援講座（市内在住の女性対象・学生除く）

  ◉今月の焦点 1　女性就労支援事業

　

こ
れ
ま
で
の
受
講
生
の
み
な

さ
ん
は
、
講
座
や
就
業
体
験
を

通
じ
て
、
お
互
い
に
励
ま
し
合

い
、よ
い
意
味
で
刺
激
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

私
も
働
く
女
性
の
一
人
と
し

て
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
で
悩

ん
だ
り
、
立
ち
止
ま
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
経
験

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
み
な
さ

ん
の
背
中
を
少
し
で
も
押
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
、
雇
用
情
勢
が
比
較
的

よ
く
、
多
様
な
働
き
方
を
取
り

入
れ
よ
う
と
す
る
企
業
も
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

迷
っ
た
ら
動
く
。一
人
で
考
え

て
い
る
と
選
択
肢
が
狭
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
就
労
に
つ
な
が
る
知
識
を

得
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
の「
働
き
た
い
」を

応
援
し
ま
す

　

昨
年
実
施
し
た
女
性
再
就

職
支
援
講
座
に
は
、
主
婦
や

就
活
中
の
人
な
ど
様
々
な
女

性
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
み
な
さ
ん
は
、私

た
ち
が
思
っ
て
い
る
以
上
に

前
向
き
に
取
り
組
ま
れ
、
就

職
や
転
職
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

と
自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を

見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
が
講
座
を
通
じ

て
、
少
し
で
も
前
に
進
み
始

め
ら
れ
た
こ
と
が
一
番
の
成

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
で
は
、
今

後
も
働
き
た
い
と
願
う
女
性

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
自
分
ら
し
い
働
き

方
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

就労できた！
その報告が
何よりの喜び 女性再就職支援講座 担当講師

横木美紀さん

Message
講師から応援メッセージ

今の社会的感覚と自分
の感覚のズレを見つけ
ていただきました。

ずっと主婦だった私が働けた
ことで、深く考えさせられ、成
長につながっています。

就労体験者のお話をお聞きし、今
後の自社の女性採用について大変
参考になりました。

■受講者の声 ■就労体験受け入れ企業の声

40代
受講者

50代
受講者

◉今月の焦点２　青少年社会参画推進事業

市では、10代・20代のみなさんが、夢や目標をもって、
社会に参画・活躍することを期待し、それが実現できる環境づくりに取り組んでいます。

そこで、高校生や大学生を中心としたボランティアグループ
「リーディング パル」の活動を通じて、今後の取り組みや考え方を紹介します。

みんなの「好き」をつなげて、「なりたい自分」を実現しましょう。
問い合わせ　地域教育推進課（キックス内、☎54-0005）

　

私
は
小
学
１
年
生
の
時
か
ら
工
作
教

室
や
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
先
輩
リ
ー

ダ
ー
の
指
導
の
も
と
、
様
々
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
こ
の
経
験
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
い
と
の
思
い
と
、
先
輩
リ
ー

ダ
ー
へ
の
憧
れ
か
ら
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

パ
ル
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
大
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
社
会

人
に
な
っ
て
も
通
用
す
る
人
間
性
が
培

わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
子
ど
も
に
関
わ
る
職
業
に
就

け
る
よ
う
、
大
学
で
教
職
課
程
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
い
ろ
ん
な

出
会
い
の
中
で
将
来
の
夢
や
目
標
を
見

つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
体
験
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
視
野
を
広
げ
る
た
め

に
も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
パ
ル
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
地
域

教
育
推
進
課
ま
で
。

子どもが好き、地元が好き、お話するのが好きなど様々な「好き」をきっかけに地域に参加し、
たくさんの取り組みの中で失敗や成功を経験し、日々成長しています。若者と社会、学校、子ども、

若者すべてがつながっていくことで、若者が気軽に社会に参加できる環境をつくり、
将来の「なりたい自分」を実現していきます。

市全体で、青少年の社会参画の機会を作りましょう。

自主性・主体性をもって、キャン
プなどを企画し、そこで出会う
大人や地域と助け合うことで、
新たな自分に出会います。

日々子どもたちと遊び、話し、学ん
でいます。若者は自信を持ち、子
どもたちは憧れを感じ、身近な目
標に出会います。

高校・大学との情報共有や連携
を深めることで、地域活動に参加
するきっかけを掴めなかった若者
が、新たな場所に出会います。

地域で活躍する若者の情報を、
若者の強みであるSNSなどで発
信し、若者同士が交流を深めます。

と がつながる と どもがつながる

と がつながると がつながる

すべてが

Interview
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
パ
ル

代
表

　
林

は
や
し 

稜り
ょ
う

太た

さ
ん
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教育・文化

教
育
・
文
化

フォト

JICA関西と覚書を締結
　８月23日、JICA関西（（独）国際協力機構関
西国際センター）と、「国際教育・開発教育推
進に関する覚書」を締結しました。これはJICA
隊員とのインターネットを利用した遠隔交流授
業を通し、児童生徒が異文化理解を深め、自国
の文化理解に繋げることを目指すものです。

フォト

教
育
委
員
会
表
彰
の

候
補
者
を
募
集

　

市
で
は
、
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
分
野
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
市
民
や
、
そ
れ
ら
の
人
で
構

成
さ
れ
る
団
体
な
ど
を
対
象
と
し

た
教
育
委
員
会
表
彰
の
候
補
者
を

募
集
し
ま
す
。
候
補
者
の
推
薦
は

11
月
８
日
ま
で
に
教
育
総
務
課
へ
。

※
推
薦
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課

内容 とき

切手展 10 月 27 ㈮・28日㈯午前10時
～午後５時（28日は４時まで）

美術展 10月27日㈮～ 29日㈰午前10
時～午後５時（29日は４時まで）

フラワー
デザイン展（★）

10 月 28日㈯・29日㈰午前10
時～午後５時（29日は４時まで）

音楽祭 10月29日㈰午後１時～
知ったはりまっか？
河内講座

10月29日㈰午後１時
ラブリーホールに集合

書展 10月29日㈰～ 31日㈫午前10
時～午後５時（31日は４時まで）

謡曲大会 10月31日㈫午前9時30分～午
後４時30分

川柳展（★） 11月1日㈬～3日㈷午前10時～
午後５時（3日は４時まで）

書法篆刻展（★） 11月1日㈬～3日㈷午前10時～午後５時（3日は４時まで）

華展 11月2日㈭・3日㈷午前10時～
午後５時（3日は４時まで）

太鼓大会 11月3日㈷午後１時～５時

茶会 11月3日㈷午前10時～午後３時
合同舞踊会
（日舞・新舞踊） 11月4日㈯午前11時30分～

民謡大会 11月4日㈯午前10時～

造花展 11月4日㈯～6日㈪午前10時～
午後５時（6日は４時まで）

水墨画展（★） 11月4日㈯～6日㈪午前10時～
午後５時（6日は４時まで）

箏
こと

・三
さん

絃
げん

・尺八
演奏会 11月5日㈰午後１時～４時

吟詠大会 11月5日㈰午前10時～
※各催しは自由にご覧いただけます。（★）印の催しは
体験コーナーもあります▷詳しくは問い合わせを。

11
月
１
日
は「
古
典
の
日
」

■
古
典
の
継
承
〜
文
化
に
触
れ

る
・
心
を
つ
な
ぐ
〜

と
き
・
内
容　

①
11
月
１
日
㈬
午

後
1
時
30
分
〜
＝
謡
曲
「
能
楽
を

楽
し
ん
で
み
よ
う
」、
②
５
日
㈰
午

後
２
時
〜
＝「
水
墨
画
と
気
の
話
」

と
こ
ろ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
①
60
人
、②
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

10
月
５
日
か
ら
電
話

で
文
化
連
盟
事
務
局
へ

問
文
化
連
盟
事
務
局
（
ラ
ブ
リ
ー

ホ
ー
ル
内
、
☎
56
・
６
１
０
０
）

■
古
典
講
座
「
百
人
一
首
〜
お
も

し
ろ
く
て
や
が
て
怖
〜
い
〜
」

と
き　

10
月
29
日
㈰
、
11
月
５
日

天
野
山
金
剛
寺

落
慶
法
要
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

■国宝新指定記念講演会
　大阪経済大学名誉教授の長

おさ

田
だ

寛
ひろ

康
やす

さんが「金剛寺本尊に
ついて」と題して、分かりやすくお話します。
時間　午前10時30分～正午
定員　100人（先着順）
申し込み　10月16日から電話でふるさと文化財課へ
問ふるさと文化財課

■すだれ資料館が一般公開
　河内長野市の伝統産業であるすだれの歴
史と文化にふれてみませんか。
時間　午前10時～午後４時
問すだれ資料館（☎53-1336）

■バスをご利用ください
　当日は駐車場の混雑が予想されます。天野山金剛寺へは、河内長野駅前４番のりば
から「光明池駅」・「サイクルセンター」・「天野山」行きに乗車（約20分）。「天野山」
バス停下車すぐ。バスをご利用の際は、南海バス専用ICカード「なっち」やバス１
日乗り放題の「モックルカード（600円）」がお得。またモックルカードを特典協賛
施設で提示すれば商品割引や無料サービスが受けられます。詳しくは問い合わせを。
問南海バス㈱河内長野営業所（☎53-9043）または都市創生課

９
年
間
に
お
よ
ぶ
「
平
成
大
修
理
」
を
終
え
、

３
０
０
年
ぶ
り
に
新
し
く
な
っ
た
金
堂
。

国
宝
の
本
尊
を
迎
え
る
来
年
３
月
の
落ら

っ

慶け
い

法
要
に
向
け
、

み
ん
な
で
祝
い
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

と
き　

11
月
３
日
㈷
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　

と
こ
ろ　

天
野
山
金
剛
寺
（
３
日
は
入
山
料
無
料
）

　
　

問
天
野
山
金
剛
寺
（
☎
52
・
２
０
４
６
）

㈰
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

高
向
公
民
館

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

10
月
５
日
か
ら
電
話

で
高
向
公
民
館
へ

問
高
向
公
民
館（
☎
54
・
４
５
４
８
）

市
文
化
祭
を
開
催

と
き
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
（
美

術
展
は
キ
ッ
ク
ス
、
河
内
講
座
は

長
野
公
園
周
辺
）

■
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

　

左
表
の
５
つ
以
上
の
催
し
に
参

加
し
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
市

の
特
産
品
や
催
し
物
の
チ
ケ
ッ
ト

※
就
学
前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育

あ
り
（
有
料
▽
要
予
約
）。

申
し
込
み　

10
月
６
日
か
ら
電
話

で
地
域
教
育
推
進
課
へ

問
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

問
文
化
連
盟
事
務
局
（
ラ
ブ
リ
ー

ホ
ー
ル
内
、
☎
56
・
６
１
０
０
）

親
楽
習
公
開
講
座

　

子
育
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、グ

ル
ー
プ
で
感
想
や
経
験
談
を
話
し

合
い
ま
す
。

対
象　

子
育
て
・
孫
育
て
に
関
心

の
あ
る
人

と
き　

10
月
26
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■落慶市
午前10時～午後３時
河内長野の美味しい、楽し
いものが集まるマルシェ
■ふるまい
午前10時～正午
天野酒、地元の名菓やそば
（先着数量限定）

■ご住職トークショー
午後２時～３時
観心寺・延命寺・天野山金
剛寺の住職による語り合い

■金堂コンサート
午後４時～５時

音楽家サキタハヂメさんに
よるオリジナル楽曲

■子ども文化財解説
　天野小学校６年生児童が金剛寺の歴史や文化財につい
て解説します。
時間　午後１時30分～３時▷当日直接金剛寺境内へ。

※現在、大日如来坐像
（写真中央）と不動明王
坐像（同右）は京都国
立博物館、降三世明王
坐像（同左）は奈良国
立博物館に展示されて
います。

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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暮
ら
し

資
源
ご
み
を
分
別
し
よ
う

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
資
源

ご
み
や
も
え
る
ご
み
な
ど
に
分
別

し
て
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

も
え
る
ご
み
の
中
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
や
古
紙
が
混
入
し

て
い
る
と
、
資
源
が
有
効
利
用
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ン
・
ビ
ン
な
ど
を
入

れ
た
袋
に
鋭
利
な
刃
物
が
混
入
し

て
い
た
り
、
段
ボ
ー
ル
や
紙
袋
の

中
に
カ
ン
・
ビ
ン
を
入
れ
て
出
さ

れ
て
い
た
り
な
ど
す
る
と
、
作
業

員
の
け
が
の
原
因
や
選
別
作
業
に

手
間
が
か
か
る
た
め
、
正
し
い
ご

み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
包
装
容
器

　
「
プ
ラ
」
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

る
容
器
や
袋
、
包
装
で
す
。

▼
ボ
ト
ル
類
＝
シ
ャ
ン
プ
ー
や
ソ

ー
ス
な
ど
の
ボ
ト
ル　

▼
ト
レ
イ

類
＝
生
鮮
食
品
や
惣
菜
な
ど
の
ト

レ
イ　

▼
パ
ッ
ク
類
＝
卵
や
お
弁

事
店
）
で
施
工
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
８
月
末
日
現
在
、
３

６
９
社
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
指
定
工
事
店
の
一
覧
表

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
水
道
課

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
水
道
課

行
政
相
談
委
員
へ
気
軽
に

ご
相
談
を

　

国
な
ど
の
仕
事
で
「
困
っ
た
」

「
納
得
で
き
な
い
」「
も
っ
と
詳
し

く
知
り
た
い
」
な
ど
相
談
ご
と
が

あ
る
場
合
は
、
総
務
省
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
お
近
く
の
行
政
相
談
委

員
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本
市
の
委
員
は
、
次
の
３
人
で
す
。

◎
矢や

倉ぐ
ら

芳よ
し

彦ひ
こ

さ
ん

（
☎
55
・
１
６
８
８
）

◎
河か
わ

原は
ら

純じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん

（
☎
63
・
４
０
３
７
）

◎
阪さ
か

谷た
に

匡ま
さ

亮あ
き

さ
ん

（
☎
62
・
２
５
１
４
）

問
自
治
協
働
課

■
10
月
16
日
〜
22
日
は
行
政
相
談

週
間
〜
一
日
合
同
行
政
相
談
所
を

開
設
〜

　

行
政
相
談
週
間
に
合
わ
せ
て
、登

記
・
税
金
・
年
金
・
住
宅
な
ど
「
行

政
な
ん
で
も
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
10
月
17
日
㈫
午
前

当
の
パ
ッ
ク　

▼
袋
類
＝
お
菓
子

や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
な
ど
の
袋　

▼
カ
ッ
プ
類
＝
カ
ッ
プ
麺
や
プ
リ

ン
な
ど
の
カ
ッ
プ　

▼
そ
の
他
＝

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
・
ラ

ベ
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

　
こ
れ
ら
の
ご
み
を
出
す
時
は
、次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
汚
れ
て
い
る
も
の
は
水
洗
い
し

て
乾
か
す

◎
水
洗
い
が
困
難
な
も
の
（
た
れ

な
ど
の
小
袋
や
チ
ュ
ー
ブ
類
）
は

「
も
え
る
ご
み
」
に
出
す

◎
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
（
バ
ケ
ツ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品
な
ど
）は
、
推

奨
ご
み
袋
に
入
れ
ば
「
も
え
る
ご

み
」
に
、
入
ら
な
け
れ
ば
「
も
え

な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
」
に
出
す

水
道
水
源
を
守
る
た
め
に

〜
滝
畑
ダ
ム
を
大
切
に
〜

　

昭
和
56
年
に
完
成
し
た
滝
畑
ダ

ム
は
水
道
用
水
や
洪
水
調
節
な
ど

を
目
的
と
し
た
多
目
的
ダ
ム
で
す
。

　

現
在
で
は
本
市
の
水
道
使
用
水

量
の
約
半
分
を
賄
う
重
要
な
水
源

で
す
。

　

市
で
は
、
安
全
な
水
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
滝
畑
ダ
ム
の
水
に

つ
い
て
定
期
的
に
水
質
を
検
査
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
貴
重
な
水

源
で
あ
る
滝
畑
ダ
ム
を
市
民
の
み

な
さ
ん
と
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
一

人
ひ
と
り
が
節
水
に
努
め
、
水
を

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
滝
畑
ダ
ム
の
水
位
な
ど
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
水
道
課

給
水
装
置
工
事
は

市
指
定
工
事
店
で

　

給
水
装
置
の
工
事
は
、
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指
定
工

暮らし

10
時
〜
午
後
５
時
＝
な
ん
ば
ウ
オ

ー
ク
、
18
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
＝
泉
北
パ
ン
ジ
ョ

問
近
畿
管
区
行
政
評
価
局

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
８
３
５
８
）

住
民
票
交
付
な
ど
で
本
人
通
知

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
本
人
の
代
理
人
や

第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
、
事
前

に
登
録
し
た
人
に
対
し
て
交
付
し

た
事
実
を
通
知
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
住
民
票
な
ど
の
不
正

請
求
の
早
期
発
見
や
抑
止
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

対
象　

市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た

は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

登
録
方
法　

窓
口
に
来
ら
れ
る
人

の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
）
を
持
っ
て
市
民
窓

口
課
へ

※
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状
も

必
要
▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
市
民
窓
口
課

道
路
側
溝
周
辺
の
点
検
を

　

道
路
側
溝
内
に
水
の
流
れ
を
阻

害
す
る
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
や
板
な

ど
を
個
人
で
取
り
付
け
て
い
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
突
発
的
な

豪
雨
な
ど
の
際
に
思
わ
ぬ
被
害
が

生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
物
を
設
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
で
道
路
側
溝
上
に

設
置
さ
れ
た
鉄
板
や
グ
レ
ー
チ
ン

グ
な
ど
が
劣
化
し
、
車
な
ど
が
通

過
す
る
際
に
破
損
す
る
ケ
ー
ス
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
一
度
点
検

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
道
路
課

浄
化
槽
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
を
管
理
し
て
い
る
人
は
、

保
守
点
検
、
清
掃
と
は
別
に
浄
化

槽
法
に
基
づ
く
定
期
検
査
を
毎
年

１
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
浄
化
槽
が

適
正
に
管
理
さ
れ
、
適
切
な
水
質

の
放
流
水
を
流
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
確
認
す
る
検
査
で
、
大
阪

府
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

申
し
込
み　
（
一
社
）府
環
境
水
質

指
導
協
会（
☎
０
７
２
・
２
５
７
・

３
５
３
１
）

問
富
田
林
保
健
所
衛
生
課

（
☎
23
・
２
６
８
２
）

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
混
ぜ
て
捨
て

な
い

■
古
紙

　

新
聞
や
雑
誌
、
チ
ラ
シ
、
段
ボ

ー
ル
、
紙
箱
・
紙
袋
、
飲
料
用
紙

パ
ッ
ク
（
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
）
で

す
。

◎
ご
み
に
出
す
時
は
、
種
類
ご
と

に
ひ
も
を
か
け
る

■
カ
ン
・
ビ
ン
・
古
布
・
小
型
金

属
類

◎
30
㍑
ま
た
は
45
㍑
推
奨
ご
み
袋

に
入
れ
て
出
す

◎
小
型
金
属
類
は
鍋
や
フ
ラ
イ
パ

ン
、
や
か
ん
、
一
斗
缶
な
ど
が
対

象
。
刃
物
、
工
具
な
ど
は
「
も
え

な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
」
の
日
に

出
す

問
環
境
衛
生
課

グ
リ
ー
ン
購
入
を

実
践
し
よ
う

　

買
い
物
を
す
る
時
は
、
そ
の
製

品
が
必
要
か
ど
う
か
を
考
え
ま
し

ょ
う
。
必
要
な
時
は
環
境
へ
の
負

荷
が
で
き
る
だ
け
小
さ
い
も
の
、長

く
大
切
に
使
え
る
も
の
、
使
い
終

え
た
時
に
ご
み
が
少
な
い
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
衛
生
課

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●
サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●
サンプラザ河内長野店 ● ● ●
西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●
オークワ河内長野店 ● ● ●
関西スーパー河内長野店 ● ● ●
松源河内長野店 ● ● ●
コノミヤ南花台店 ● ● ●
コノミヤ北青葉台店 ● ● ●
デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●
いずみ市民生協河内長野支所
（毎月第３金曜日午前10時～正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協河内長
野支所を除く）。
★回収ボックスに汚れたままのものや異物を入
れないでください。

◉廃食用油の回収
ところ 10月 11月

千代田公民館 16日 13日
南花台公民館 19日 16日
高向公民館 ー 15日
加賀田公民館 13日 ー
三日市公民館 27日 ー
くすのかホール ー 27日
あやたホール 23日 ー

★回収時間は午前10時～ 11時▷千代田・南花
台公民館は午前11時 30分まで。
★エンジンオイルなどの鉱物油やラードは絶対
混入しないでください。
★廃食用油回収協力店を募集中▷協力いただけ
る店舗は環境政策課へご連絡ください。

相談名 内　　　容

法律
（予約制）

土地・家屋・金銭の貸借や離婚、
相続などの法律関係

行政 行政に対する苦情や要望など

消費者
金融

多重・多額債務者の返済方法な
ど

登記 土地・家屋などの不動産の登記
全般

税 譲渡や贈与、相続、住宅購入な
どにかかる税全般

人権 人権問題全般

心配
ごと

日常生活の様々な心配ごとや悩
みなど

警察 民事暴力・ストーカー対策など
の警察業務全般

民事
調停

土地建物、借入債務、交通事故
などの「民事上のもめごと」に
ついて調停で解決する手続き

　

相
談
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
17
日
㈫
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
は
正
午
〜
午
後
３
時

▽
先
着
順
）

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　

左
表
の
と
お
り
▽
日
常
生

活
の
中
で
お
こ
る
様
々
な
問
題
に
、

弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
（
団
体
や
政
治
的
な
相

談
を
除
く
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
法
律
相
談

の
み
10
月
５
月
か
ら
電
話
で
自
治

協
働
課
で
予
約
受
付
。

問
自
治
協
働
課

くらしの総合相談

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　

大
阪
管
区
気
象
台
の
職
員
か
ら
、

巨
大
地
震
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
大
型

台
風
な
ど
に
よ
る
風
水
害
や
土
砂

災
害
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き　

10
月
21
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

10
月
５
日
か
ら
電
話

で
危
機
管
理
課
へ

問
危
機
管
理
課

災
害
対
応
・
復
興
で

市
民
団
体
に
で
き
る
こ
と

■
グ
ル
ー
プ
運
営
講
座

　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
准
教
授

の
紅べ

に

谷や

昇し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
と
災
害
時
の
活

動
計
画
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

自
治
会
や
そ
の
他
団
体
で

公
益
活
動
を
し
て
い
る
人

と
き　

10
月
27
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
公
益
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

10
月
５
日
か
ら
電
話

で
る
ー
ぷ
ら
ざ
へ

問
る
ー
ぷ
ら
ざ（
☎
53
・
８
１
０
０
）

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

指
定
箇
所
の
閲
覧

　

府
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
、
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
土
地
の
地
形
や
地
質
、
土

地
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
を
指
定
し

て
い
ま
す
。
区
域
指
定
箇
所
な
ど

は
、
市
役
所
ま
た
は
府
富
田
林
土

木
事
務
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
指
定
箇
所
な
ど
は
府
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
公
園
河
川
課
ま
た
は
府
富
田
林

土
木
事
務
所（
☎
25
・
１
１
３
１
）

洪
水
に
備
え
て

■
河
川
の
状
況
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す

　

西
除
川
（
下
里
町　

高
橋
付
近
）、

天
見
川（
石
仏　

大
川
橋
付
近
）と

あ
わ
せ
て
10
月
か
ら
石
見
川
（
寺

本　

川
上
公
民
館
付
近
）
の
河
川

状
況
（
１
分
間
静
止
画
像
）
が
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
確

認
で
き
ま
す
。
大
雨
時
の
増
水
状

安
全
安
心

日
ご
ろ
か
ら 

防
犯
対
策
を

　

市
内
で
は
、
平
成
28
年
中
に
認

知
さ
れ
た
刑
法
犯
数
が
７
２
２
件

で
、
前
年
と
比
較
す
る
と
80
件
減

少
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
犯

罪
の
少
な
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち

に
す
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の

日
ご
ろ
か
ら
の
防
犯
に
対
す
る
心

が
け
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
自
分

自
身
が
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

も
身
の
ま
わ
り
の
防
犯
対
策
を
再

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
空
き
巣

　

泥
棒
は
窓
の
鍵
周
辺
の
ガ
ラ
ス

を
破
り
家
に
侵
入
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
音
・
光
・
人
の
目
・
時
間

が
か
か
る
こ
と
を
嫌
い
ま
す
。

【
対
策
】

◎
窓
ガ
ラ
ス
に
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を

貼
る

◎
窓
や
ド
ア
な
ど
に
補
助
錠
を
追

加
す
る

■
乗
り
物
盗

　

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
な

ど
を
盗
む
こ
と
で
す
。
ド
ア
が
無

施
錠
で
あ
っ
た
り
、
キ
ー
が
つ
い

た
ま
ま
の
乗
り
物
が
狙
わ
れ
て
い

ま
す
。

せ
ま
す
。

【
対
策
】

◎
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
時
に
は

市
役
所
な
ど
へ
確
認
す
る

◎
相
手
の
氏
名
、
所
属
、
電
話
番

号
な
ど
を
聞
く

◎
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
限
度
額
を
下
げ

て
お
く

■
自
動
録
音
装
置
の
貸
し
出
し

　

市
で
は
自
宅
の
固
定
電
話
に
接

続
す
る
自
動
通
話
録
音
装
置
を
無

料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
、
日
中
に
65
歳
以
上
の

人
の
み
に
な
る
世
帯

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
危
機

管
理
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

問
危
機
管
理
課

全
国
地
域
安
全
運
動

河
内
長
野
市
民
大
会

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
タ
イ

安
全
教
室
や
、
市
の
犯
罪
発
生
状

況
の
解
説
、
防
犯
功
労
者
へ
の
表

彰
伝
達
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き　

平
成
29
年
10
月
14
日
㈯
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
危
機
管
理
課
へ

問
危
機
管
理
課

　

近
年
、
市
内
で
の
刑
法
犯

罪
在
認
知
件
数
は
、
最
も
件

数
が
多
か
っ
た
平
成
14
年
ご

ろ
と
比
較
す
る
と
、
約
３
分

の
１
以
下
と
な
っ
て
お
り
、

大
阪
府
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
犯
罪
の
少
な
い
安
全
・
安

心
な
ま
ち
で
す
。こ
れ
は
、自

治
会
や
自
主
防
犯
活
動
団
体
、

警
察
、
行
政
な
ど
の
日
ご
ろ

か
ら
の
防
犯
対
策
へ
の
取
り

組
み
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
犯
罪
は
減
少
傾

向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
犯
罪
の
少
な
い
ま
ち
に

し
て
い
く
に
は
、
個
人
で
の

防
犯
対
策
や
、
地
域
の
ボ
ラ

況
な
ど
を
確
認
し
て
、
氾
濫
な
ど

の
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
迅

速
・
確
実
な
避
難
行
動
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
府
富
田
林
土
木
事
務
所

（
☎
25
・
１
１
３
１
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

普
及
啓
発
活
動
を
実
施

　

市
消
防
本
部
予
防
課
で
は
、
松

ヶ
丘
連
合
町
会
内
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
等
避
難
行
動
要
支
援
者

宅
に
、
地
域
の
避
難
支
援
等
関
係

者
が
出
向
き
、
寝
室
、
階
段
室
な

ど
法
令
で
義
務
設
置
と
な
っ
て
い

る
場
所
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
平
成
29
年
度
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
配
布
モ
デ
ル

事
業
で
、（
一
社
）
全
国
消
防
機
器

協
会
か
ら
無
償
配
布
を
受
け
た
も

の
で
、
住
宅
用
消
火
器
、
防
炎
製

品
も
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

配
布
で
き
な
い
人
で
、
現
在
未
設

置
の
人
に
対
し
て
は
、
共
同
購
入

を
呼
び
か
け
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
53
・
３
６
９
９
）

【
対
策
】

◎
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
複
数
の
鍵
を

か
け
る

◎
監
視
の
行
き
届
い
た
安
全
な
駐

車
場
・
駐
輪
場
に
止
め
る

◎
バ
イ
ク
や
自
転
車
の
購
入
時
に

防
犯
登
録
を
す
る

■
車
上
荒
ら
し

　

車
内
に
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て

い
る
荷
物
や
、
車
に
取
り
付
け
て

い
る
部
品
を
盗
む
こ
と
で
す
。
鍵

が
か
か
っ
て
い
な
い
車
や
、
見
通

し
が
悪
い
駐
車
場
に
止
め
た
車
の

窓
ガ
ラ
ス
を
破
ら
れ
る
被
害
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
対
策
】

◎
車
内
に
バ
ッ
ク
や
貴
重
品
を
置

い
た
ま
ま
に
し
な
い

◎
盗
難
防
止
ね
じ
な
ど
を
使
用
す
る

■
還
付
金
等
詐
欺

　

携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
還
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
犯
人
は
市
役
所
職

員
や
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど
を

装
っ
て
、
医
療
費
の
還
付
金
が
あ

る
な
ど
と
電
話
し
て
き
ま
す
。
携

帯
電
話
を
持
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
や
無
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
い
出
し

ま
す
。
携
帯
電
話
で
言
葉
巧
み
に

振
込
の
指
示
を
行
い
、
犯
人
の
口

座
に
被
害
者
の
現
金
を
振
り
込
ま

安全安心

株式会社ゼンリンと災害応援協定を締結
　８月25日、株式会社ゼンリンから、災害が発生ま
たは発生するおそれがある場合に、災害対応にあた
る際に使用する住宅地図などの無償貸与を受けまし
た。市では、平常時から、防災に関する情報交換を通じ、
防災・減災に寄与する地図の作成を検討、推進する
ことで、市民生活の防災力向上に努めています。

防災講演会～災害に備えて～
　９月１日、キックスで防災講演会が開催されま
した。これは、市の自主防災組織連絡協議会が主
催したもので、兵庫県立大学大学院准教授の紅谷
昇平さんが登壇し、災害に備えた自助、共助のポ
イントや避難所運営の課題を具体的な事例も交え
てお話していました。各地域で活動する自主防災
組織から参加し満員となった会場のみなさんは、
いつ来るかわからない南海トラフ大地震に備え、
真剣に話に聞き入っていました。

フォト

大
阪
府
画
像
公

開
シ
ス
テ
ム
は

こ
ち
ら
か
ら
▼

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て

い
く
ほ
か
、
各
々
が
防
犯
意

識
を
持
ち
、
犯
罪
を
起
こ
さ

せ
な
い
環
境
を
つ
く
り
、
犯

罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
と
い

う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
還
付
金

等
詐
欺
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　

防
犯
協
議
会
で
は
市
の
自

動
通
話
録
音
装
置
貸
出
事
業

へ
の
利
用
拡
大
に
協
力
し
て

い
ま
す
。こ
の
機
械
に
は
、警

告
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
自
動
放
送

機
能
や
録
音
機
能
な
ど
が
あ

り
、
特
殊
詐
欺
や
悪
徳
セ
ー

ル
ス
な
ど
の
撃
退
に
非
常
に

有
効
で
す
の
で
、
是
非
ご
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
い
つ
被
害
者

に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

必
要
な
対
策
や
、
日
ご
ろ
か

ら
防
犯
意
識
を
高
く
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

河内長野防犯協議会会長
上
うえ

奥
おく

雅
まさ

勇
お

さん

常
に
防
犯
意
識
を
高
く

持
っ
て
い
て
ほ
し
い

フォト 市政と関連情報 モックル生活ガイド
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は
じ
め
て

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

と
き　

10
月
18
日
㈬
・
24
日
㈫
午

前
９
時
45
分
〜
11
時
45
分
（
予
備

日
10
月
27
日
）
▽
２
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館
ほ
か

内
容　

歩
き
方
の
測
定
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
実
践
な
ど

定
員　

35
人
（
先
着
順
▽
初
参
加

で
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
に

限
る
）

申
し
込
み　

10
月
2
日
か
ら
電
話

で
デ
サ
ン
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
☎
０

９
０
・
３
３
５
８
・
０
６
０
８
）

へ
▽
受
付
は
平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

理
学
療
法
士
に
よ
る
相
談

対
象　

40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
市

民
（
利
用
は
原
則
１
回
の
み
）

と
き　

10
月
27
日
㈮
、
11
月
24
日

㈮
、
12
月
22
日
㈮
午
前
９
時
30
分

〜
正
午

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

理
学
療
法
士
が
個
人
に
合

っ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

医
療
機
関
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

■
12
〜
１
月
の
乳
が
ん
検
診
の

募
集
（
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
実

施
分
）

対
象　

40
歳
以
上
で
平
成
29
年
度

に
奇
数
年
齢
に
な
る
か
平
成
28
年

度
に
未
受
診
の
女
性
市
民

と
き　

第
１
〜
４
土
曜
日

と
こ
ろ　

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

費
用　

１
０
０
０
円

申
し
込
み　

10
月
16
日
ま
で
に
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
抽
選
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込

み
可

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

プ
レ
マ
マ
あ
ん
し
ん
サ
ロ
ン
　

〜
ゆ
っ
た
り
気
分
で
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・

ヨ
ー
ガ
を
し
ま
し
ょ
う
〜

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・
ヨ
ー
ガ
体
験

と
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
ヨ
ー
ガ

は
、
妊
娠
中
の
不
快
な
症
状
で
あ

る
腰
痛
・
肩
こ
り
・
足
の
つ
り
な

ど
を
和
ら
げ
る
た
め
に
行
い
、
安

産
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
交
流
会
で
は
出
産
時
期

が
近
い
仲
間
と
親
し
く
な
れ
る
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
予
約
制
）

た
ば
こ
相
談
（
予
約
制
）

対
象　

た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き　

10
月
23
日
㈪
、
11
月
27
日

㈪
、
12
月
25
日
㈪
▽
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

禁
煙
に
む
け
て
の
相
談

申
し
込
み　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

お
母
さ
ん
の
た
め
の

歯
み
が
き
教
室

と
き　

11
月
７
日
㈫
午
前
10
時
15

分
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
内
）

内
容　

保
護
者
の
歯
み
が
き
実
習

と
顔
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
子
ど
も
の

仕
上
げ
み
が
き
の
話
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

10
月
５
日
か
ら
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る

食
中
毒
に
ご
注
意

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

こ
の
季
節
、
毎
年
毒
キ
ノ
コ
に
よ

る
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
は
激
し

い
下
痢
、
腹
痛
、
嘔
吐
な
ど
の
消

化
器
症
状
や
し
び
れ
、
め
ま
い
な

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

と
き　

10
月
１
日
㈰
〜
来
年
１
月

31
日
㈬

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民
（
誕
生

日
前
日
か
ら
接
種
可
能
）、
ま
た
は

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
に
相
当
す
る
心
臓
、腎

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
障
が
い
や
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

ど
の
神
経
症
状
を
引
き
起
こ
し
、

命
に
か
か
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
実
に
食
用
と
判
断
で
き
な
い
キ

ノ
コ
は
絶
対
に
「
採
ら
な
い
、
食

べ
な
い
、
売
ら
な
い
、
あ
げ
な
い
」

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
富
田
林
保
健
所
衛
生
課

（
☎
23
・
２
６
８
２
）

疫
の
機
能
障
が
い
を
有
す
る
市
民

と
こ
ろ　

取
扱
医
療
機
関
な
ど

※
市
外
ま
た
は
取
扱
医
療
機
関
以

外
で
接
種
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
を
▽
詳

し
く
は
４
月
に
配
布
し
た
「
年
間

事
業
案
内
」
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

費
用　

１
０
０
０
円
（
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
無
料
）

健
康

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-

０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

健康

対
象　

市
内
在
住
で
妊
娠
15
週
以

上
の
人

と
き　

10
月
26
日
㈭
午
前
９
時
50

分
〜
11
時
40
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ

富田林保健所の相談・検査 〒584-0031富田林市寿町3-1-35
（☎23-2681、℻24-7940）

こころの健康相談（予約制） 月～金曜日（祝休日除く）午前９時 30
分～午後０時15分と午後１時～５時エイズに関する相談（電話相談可）

血

液

検

査

エイズウイルス抗体検査（匿名可）

第１・３水曜日（祝休日除く）
午後１時30分～２時30分

梅毒血清反応検査
（匿名可、有料の場合あり）
クラミジア抗原検査
（尿検査、匿名可、有料の場合あり）

肝炎ウイルス検査（予約制） 第３水曜日（祝休日除く）
午前９時30分～10時 30分

風しん抗体検査（予約制、対象は妊娠を
希望する女性とその配偶者妊婦の配偶者）

第１・３火曜日（祝休日除く）
午前 10時～ 11時

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録（予約制）

第 1水曜日（祝休日除く）
午前 11時～午後 0時 15分

飲用水・井戸水検査（有料・予約制）
※予約は藤井寺保健所（☎072-952-6165）へ。毎週月曜日（祝休日の場合は火曜日）

午前９時 30分～ 11時 30分
腸内細菌検査、寄生虫卵検査（有料）

医療機関に関する相談 月～金曜日（祝休日除く）午前９時～
午後０時15分と午後１時～５時30分

和膳 天使の海老フライ＆国産上豚ヘレかつの温野菜添え（1,390円）
578kcal、塩分2g、野菜：186g
■お店のコメント　より安心で健康に。
美味しく栄養満点。今回は塩分、カロリー
を基準内に収めることに苦労いたしまし
た。ヘルシーでご満足いただけるお料理
をどうぞ。
※4名様以上は要予約。
■とんかつダイニング大地　木戸西町3-1-10 ☎56-0011

　健康総合企業のタニタと市内の飲食店10店舗がコラボレーションし
て、健康に配慮したオリジナルメニューを開発しました。今月は「とん
かつダイニング大地」のメニューを紹介します。
※プロジェクトの詳細はＱＲコードからご参照を。
問政策企画課

タニタ
監修
メニューかわちながの

あっぱれ！ゴハンプロジェクト

フォト

おおさか環境賞を受賞
　この度、「天見子ども自然とあそびの教室」実
行委員会が大賞を、河内長野ガス㈱が協働賞を
受賞しました。同実行委員会は天見地区で子ど
もたちに自然体験活動を、同社はその活動の支
援を行っています。環境資源を次世代に残す取
り組みが高く評価されたものです。

フォト 市政と関連情報 モックル生活ガイド
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目標を
まっすぐ見

み

据
す

えて
バスケットボール体験教室

　８月25日、阪和学園体育館で、大阪エヴェッサ
バスケットボールスクールの体験教室がありまし
た。錦秀会グループの協力により特別講師として
ユニバーシアード日本代表にも選ばれた藤

ふじ

髙
たか

宗
そう

一
いち

郎
ろう

選手が指導。参加した子どもたちは、時折、歓
声を上げながら、楽しそうに練習し、短時間でみ
るみる上達。見守る大人たちも藤髙選手の爽やか
な指導に感激の様子でした。

これで大丈夫 夏休みの宿題
埴輪のペン立てづくり

　８月 18 日、ふるさと歴史学習館で埴輪のペン
立てづくりが開催されました。参加したのは小学
４～６年生 22 人。粘土でつくる埴輪に悪戦苦闘
しながらも、真剣に取り組む姿がみられました。
参加者からは、「難しいけど楽しかった」、「夏休み
の工作の宿題が終わってよかった」などの声が聞
かれました。

これからもお元気で
最高齢者訪問

　９月の高齢者福祉月間に合わせて、島田市長と社会福
祉協議会の吉村会長が４日、市内の男女最高齢者を訪問
しました。この日訪れたのは、中

なか

野
の

秀
ひで

雄
お

さん（104歳・
写真①）と永

なが

友
とも

満
みつ

子
こ

さん（104歳・写真②）。島田市長
と吉村会長がお祝いの言葉を述べ、記念品贈呈の後、家
族と共に長寿を祝いました。

まちの話題をお届けします

保険・年金

据
す

えて

保
険
・
年
金

税
金

事
業
所

就
労

事業所税金 就労

11
月
か
ら
医
療
証
が

変
わ
り
ま
す

■
障
が
い
者
医
療
証
は
う
ぐ
い
す

色
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
は
黄

色
に

　

11
月
は
身
体
お
よ
び
知
的
障
が

い
者
医
療
証
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
証
の
更
新
月
で
す
。
更
新
の
対

象
者
に
は
、
10
月
中
に
新
し
い
医

療
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
更
新
で
、

所
得
制
限
を
越
え
る
人
に
は
別
途

案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
を
開
催

と
き　

10
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

市
役
所

内
容　

保
健
事
業
実
施
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
な
ど

※
10
人
ま
で
傍
聴
可
（
先
着
順
）。

問
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
く

だ
さ
い

と
き　

10
月
22
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所

内
容　

国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

納
付
の
お
願
い

　

市
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
平
成
29
年
度
の
市
税
に

つ
い
て
、
納
期
を
過
ぎ
て
も
未
納

の
人
に
対
し
、
電
話
に
よ
る
納
付

の
呼
び
か
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
15
日
ま
で
の
月
〜
土
曜
日

（
夜
間
を
含
む
）
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
自
宅
な
ど
に
電
話
を
か
け
、
市

税
が
未
納
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課

市
・
府
民
税
第
３
期
分

■
10
月
31
日
ま
で
に
納
付
を

　
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
、最

寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
額

30
万
円
ま
で
）
な
ど
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
（
手
数
料
不
要
）。
ま
た
、

安
心
・
簡
単
・
確
実
な
口
座
振
替

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

平
成
31
年
10
月
か
ら
飲
食
料
品

な
ど
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
消
費

税
の
「
軽
減
税
率
制
度
」
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

10
月
18
日
㈬
午

前
10
時
〜
正
午
と
午
後
２
時
〜
４

時
＝
キ
ッ
ク
ス
、
11
月
28
日
㈫
午

後
３
時
〜
５
時
＝
す
ば
る
ホ
ー
ル

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
富
田
林
税
務
署
（
☎
24
・
３
２

８
１
▽
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
沿
っ

て
②
を
選
択
）

福
祉
施
設
の

お
仕
事
・
事
業
所
見
学
会

と
き　

10
月
18
日
㈬
午
後
１
時
50

分
〜

と
こ
ろ　

㈱
ツ
ク
イ
富
田
林
中
野

定
員　

６
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
河
内
長
野
へ

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

　
　
　
　
　
（
☎
53
・
３
０
８
１
）

大
阪
府
最
低
賃
金
が
改
定

　

平
成
29
年
9
月
30
日
か
ら
、
府

内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額　

９
０
９
円

問
大
阪
労
働
局
賃
金
課

（
☎
06
・
６
９
４
９
・
６
５
０
２
）

平
成
30
〜
32
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
の
申
請
受
付

　

市
と
水
道
事
業
で
は
、「
建
設
工

事
」「
物
品
購
入
・
管
理
業
務
等
」

「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」
の
一

般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札

の
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
と

業
者
登
録
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
受
付
時
期
・
内
容

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
12
月

❶

❷

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課

号
広
報
紙
お
よ
び
12
月
１
日
よ
り

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
契
約
検
査
課

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく (☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と10月２日㈪・16
日㈪午前10時～午後３時30分▷10
月16日㈪＝「けいこ先生のリズム遊
び」（午前11時30分～）、20日㈮＝「み
んなでストレッチ体操！」（午前11時～）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
10月30日㈪＝「ほのぼのまつり」（午前
10時～正午▷参加費無料）

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 10月 11日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 10月 20日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 10月 25日㈬ ☎ 63-1131
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

小学校 実施日

天見　　(☎ 68-8004) 10月27日㈮

天野　　(☎ 52-2528) 10月31日㈫

南花台　(☎ 63-2511) 11月1日㈬

加賀田　(☎ 62-2916) 11月6日㈪

川上　　(☎ 62-5353) 11月9日㈭

美加の台(☎ 62-2468) 11月13日㈪

石仏　　(☎ 68-8766) 11月15日㈬

高向　　(☎ 52-2129) 11月16日㈭

楠　　　(☎ 53-8371) 11月16日㈭

小山田　(☎ 53-2527) 11月17日㈮

三日市　(☎ 62-2429) 11月20日㈪

長野　　(☎ 52-6044) 11月22日㈬

千代田　(☎ 53-1371) 11月24日㈮

※欠席の場合は小学校へ連絡を。

子育て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
育
児
休
業
中
の
マ
マ
の
交
流
会

対
象　

現
在
育
児
休
業
中
、
ま
た

は
仕
事
復
帰
を
検
討
中
の
母
親
と

就
学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
可
）　

と
き　

10
月
31
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
正
午　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❷
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場 

　

就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

と
き　

①
10
月
13
日
㈮
、
②
27
日

㈮
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
（
雨
天

中
止
）

と
こ
ろ　

①
下
里
運
動
公
園
、
②

鳴ど
ん
ど尾

公
園

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❸
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
１

歳
６
か
月
〜
２
歳
６
か
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　

10
月
26
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
11
時　

定
員　

10
組
（
抽
選
）

❹ 

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　

消
防
署
を
見
学
し
た
後
、
赤
峰

市
民
広
場
で
遊
ぼ
う
。

対
象　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
未
就
園

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　

10
月
27
日
㈮
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
（
雨
天
時
は
消
防
署
見

学
の
み
）

❺
親
子
の
絆
作
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
来
た
！
」

　

第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士

で
情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
29
年
７

月
１
日
〜
９
月
20
日
生
ま
れ
の
第

１
子
と
そ
の
保
護
者　

と
き　

11
月
20
日
㈪
・
27
日
㈪
、12

月
４
日
㈪
・
11
日
㈪
午
後
１
時
〜

３
時
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

❻
ト
コ
ト
コ
ま
て
ま
て
交
流
会

　
ヨ
チ
ヨ
チ
タ
イ
ム
を
卒
業
し
、新

し
い
お
友
だ
ち
が
欲
し
い
人
、
一

緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
27
年
４

月
２
日
〜
平
成
28
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　

10
月
24
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
正
午　

定
員　

15
組
（
抽
選
）

❼
グ
ル
ー
デ
コ
®
〜
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
or
ス
ト
ラ

ッ
プ
を
作
ろ
う
〜

　

特
殊
粘
土
と
チ
ャ
ト
ン
な
ど
を

使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
子
育
て
中
の

保
護
者　

と
き　

11
月
13
日
㈪
①
午
前
10
時

15
分
〜
11
時
15
分
、
②
午
前
11
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分　

定
員　

各
４
人
（
抽
選
）
▽
就
学

前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り

（
定
員
各
５
人
）　

材
料
費　

１
０
０
０
円

❽
子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
の
た
め
の

ミ
ニ
マ
ネ
ー
講
座

　

子
育
て
に
必
要
な
お
金
や
住
宅

購
入
の
予
算
の
立
て
方
な
ど
、
計

画
的
な
資
金
準
備
の
ポ
イ
ン
ト
を

お
伝
え
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
子
育
て
中
の

保
護
者　

と
き　

11
月
９
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

定
員　

30
人
▽
就
学
前
の
子
ど
も

の
一
時
保
育
あ
り
（
定
員
10
人
▽

抽
選
）

❸
〜
❽
の
申
し
込
み　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
10
月
10
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０

１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
９
月
29
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド（
下
図
）
か
ら
。

問
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
℻
50・４
６
６
５
）

子
育
て

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　

乳
幼
児
と
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、

絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

と
き　

10
月
19
日
㈭
、
11
月
16
日

㈭
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
（
１
歳

児
向
け
）、午
前
11
時
20
分
〜
正
午

（
２
歳
児
向
け
）　

と
こ
ろ　

図
書
館　

定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

の
所
得
の
人
）
は
同
５
０
０
０
円
。

■
次
の
場
合
は
届
出
を

①
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合

②
住
所
や
児
童
数
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合

③
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
、

ま
た
は
公
務
員
を
退
職
し
た
場
合

④
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
変
更
に

な
っ
た
場
合

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
▽
②
③

は
必
ず
15
日
以
内
に
手
続
き
を
。

問
子
ど
も
子
育
て
課

ぐ
る
ぐ
る
マ
ル
シ
ェ
（
子
ど
も

服
・
子
ど
も
靴
リ
ユ
ー
ス
事
業
）

　

ご
み
の
減
量
や
資
源
化
と
あ
わ

せ
て
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
に
つ

な
げ
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
子
ど
も

服
や
子
ど
も
靴
を
希
望
者
に
無
料

で
お
渡
し
し
ま
す
。

と
き　

11
月
３
日
㈷
午
前
10
時
40

分
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
内
）

※
当
日
10
時
か
ら
ノ
バ
テ
ィ
な
が

の
横
・
長
野
商
店
街
通
り
で
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
。

■
男
の
子
の
服
が
不
足
し
て
い
ま
す

　

タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
も
の
で

子
ど
も
の
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

集
中
電
話
相
談

■
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
り
、
悩
ん

で
い
る
周
囲
の
人
々
を
支
え
ま
す

と
き　

11
月
１
日
㈬
〜
５
日
㈰
午

前
11
時
〜
午
後
８
時
（
期
間
外
は

午
後
５
時
ま
で
）　

専
用
電
話　

☎
06
・
６
７
６
２
・

０
０
８
８　

※
子
ど
も
の
虐
待
防
止
の
た
め
の

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
も
扱
っ

て
い
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
児
童
虐
待
防
止
協

会（
☎
06
・
６
７
６
２
・
４
８
５
８
）

児
童
手
当
を
支
給

■
10
月
は
支
給
月
で
す

支
給
日　

10
月
10
日
㈫
▽
６
〜
９

月
の
４
か
月
分
と
し
て
支
給

支
給
額　

３
歳
未
満
＝
児
童
１
人

に
つ
き
月
額
１
万
５
０
０
０
円
、３

歳
以
上
小
学
校
修
了
前
（
第
１

子
・
第
２
子
）
＝
同
１
万
円
、
３

歳
以
上
小
学
校
修
了
前
（
第
３
子

以
降
）＝
同
１
万
５
０
０
０
円
、中

学
生
＝
同
１
万
円

※
子
ど
も
の
数
え
方
は
、18
歳
の
誕

生
日
以
降
、最
初
の
３
月
末
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
の
出
生
順
で
す
。

※
特
例
給
付
（
制
限
限
度
額
以
上

リ
ユ
ー
ス
で
き
る
も
の
は
ぜ
ひ
ご

提
供
く
だ
さ
い
。

持
ち
込
み
で
き
る
も
の　

70 

〜
１

５
０
㌢
㍍
の
子
ど
も
服
で
洗
濯
済

み
の
も
の
（
破
れ
や
汚
れ
の
あ
る

も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。
肌
着
、

下
着
な
ど
は
未
使
用
品
の
み
可
）、

子
ど
も
靴
（
新
品
、
も
し
く
は
状

態
の
良
い
も
の
）

持
ち
込
み
方
法　

①
市
役
所
の
業

務
時
間
中
に
環
境
衛
生
課
へ
、
②

土
・
日
・
祝
（
水
曜
日
を
除
く
）

の
午
前
10 

時
〜
午
後
5
時
30 

分
に

あ
い
っ
く
へ

問
環
境
衛
生
課

来
春
小
学
校
入
学
児
童
の

健
康
診
断

　

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
対
象
の
健
康
診
断
を
左
表

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

健
診　

午
後
２
時
〜
（
受
付
は
午

後
１
時
30
分
〜
▽
三
日
市
小
学
校

は
午
後
１
時
15
分
〜
）

※
対
象
者
に
は
直
接
は
が
き
で
通

知
し
ま
す
▽
指
定
校
以
外
で
受
診

す
る
場
合
は
事
前
に
指
定
校
と
受

診
希
望
校
へ
連
絡
を
。

問
教
育
指
導
課

市政と関連情報 モックル生活ガイド



18広報かわちながの●平成29年（2017）10月号19 広報かわちながの●平成29年（2017）10月号

かわちながの世界民族音楽祭2017

奥河内音絵巻
山を鳴らすProject

はじめて参加して
出口さん（オッカサンで初参加）

楽器を手作りして奥河内ならではの音を
出そうというコンセプトに興味を持った
ことが参加のきっかけでした。手作りの
楽器なので調弦が難しく、指導してくれ
る先生やまわりのみなさんのアドバイス

で少しずつ修正していきました。
きちんとメロディーを弾けた

ときはうれしかったです。
本番では奥河内の音楽と
して表現でき、河内長野の
魅力を再認識することもで
きました。また参加した
いと思っています。

芸術監督のサキタハヂメさん（市内在住）
「河内長野には世界に発信できる魅力的な素材がたくさんあります。
それを使って唯一無二の、美しく楽しい世界観を作りたい。世界中

からここに来てもらったり、世界中で公
演したりしながら、たくさんの笑顔を作
れたらいいな」と語るサキタさん。今回
の公演でも全編作曲を担当し、舞台演出
やステージセットなどをプロデュースし
ました。「山を鳴らす」「木を面白がる」
をライフワークに奥河内の自然や人々か
らインスピレーションを受けた「まつり」
を創る。その可能性は無限大です。

　
市
文
化
振
興
財
団
が
毎
年
開
催
し

て
い
る
か
わ
ち
な
が
の
世
界
民
族
音

楽
祭
は
今
年
で
24
回
目
。
３
年
前
か

ら
は
、
河
内
長
野
の
木
材
で
あ
る
お

お
さ
か
河
内
材
を
使
用
し
た
楽
器
や

衣
装
、
ス
テ
ー
ジ
を
参
加
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
で
創
り
上
げ
る「
奥
河

内
音
絵
巻
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
山
を
鳴
ら
す
～
木
と
奏

で
る
人
々
の
歌
」
を
テ
ー
マ
に
市
内
外

か
ら
１
５
０
人
以
上
が
参
加
。

　
の
こ
ぎ
り
演
奏
家
で
作
曲
家
の
サ

キ
タ
ハ
ヂ
メ
さ
ん
が
芸
術
監
督
を
務
め
、

そ
の
他
多
く
の
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

や
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ス
ク
ー
ル
の
生
徒
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
楽
器
製
作
か
ら
本
番
ま
で

の
市
民
奏
者
の
み
な
さ
ん
の
様
子
を

追
い
か
け
ま
し
た
。

木
と
奏
で
る

人
々
の
歌

9/10 SUN

フォト特集

個人練習から集団での練習へ
パート練習で音を合わせるのは大変でし
たが、指導者の指示のもと少しずつ上手
になっていきました。お互いに音やリズム
を確認し合う姿はアーティストの姿そのも
の。全体練習ではオッカサンとオカンテレ
以外にもオカンナやのこぎり、プロミュー
ジシャンなどの楽器隊も加わります。今ま
での練習とは違い全体で合わせると自分の
音と他の楽器との音量のバランス調整や、
ステージ進行に合わせた演奏をする必要が
あり、何度も練習を重ねました。

楽器製作は半年前から
楽器製作のワークショップは本番半
年前から始まりました。おおさか河
内材を材料とした３弦のオッカサン
（写真左）と、５弦のオカンテレ（写真
右）。木材を組み合わせて形を整えて
いきます。不慣れな道具を使って苦労
しましたが、自分だけの楽器を作るこ
とができ、みんな笑顔になりました。


